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天然痘を制圧せよ天然痘を制圧せよ

前編

ワクチン誕生物語

■ 

か
つ
て
地
球
上
に
は
天
然
痘
と
い
う
ウ

イ
ル
ス
性
の
感
染
症
が
存
在
し
、
紀
元
前
か

ら
多
く
の
人
が
命
を
奪
わ
れ
て
き
た
。
し
か

し
そ
の
天
然
痘
は
人
類
史
上
初
と
な
る
ワ
ク

チ
ン
の
開
発
に
よ
り
根
絶
さ
れ
た
。
人
類
が

初
め
て
開
発
に
成
功
し
た
ワ
ク
チ
ン
。
開
発

の
礎
を
築
い
た
の
は
今
か
ら
２
０
０
年
ほ
ど

前
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
片
田
舎
で
開
業
医
を

し
て
い
た
一
人
の
医
師
だ
っ
た
。

  

奈
良
の
大
仏
と
天
然
痘

  

天
然
痘
。
英
語
で
は
ス
モ
ー
ル
ポ
ッ
ク
ス

（sm
allpox

）
と
言
う
。
ポ
ッ
ク
ス
と
は
疱

瘡
の
こ
と
だ
。
突
然
の
熱
発
と
共
に
頭
痛
や

四
肢
痛
、
小
児
で
は
嘔
吐
や
意
識
障
害
と

い
っ
た
症
状
が
現
れ
、
２
〜
3
日
後
に
は

体
温
が
40
度
を
突
破
す
る
。
そ
の
後
一
時

的
に
熱
が
下
が
る
が
安
心
し
た
の
も
束
の

間
、
や
が
て
顔
面
や
頭
部
を
中
心
に
全
身

に
発
疹
が
浮
か
び
上
が
る
。
発
疹
は
水
疱
、

そ
し
て
９
日
目
あ
た
り
に
は
膿
を
含
ん
だ

●グレート・ブリトンズ●取材・執筆／手島 功

天然痘に感染した人々。運よく生還しても顔や全身に多くの痘痕
（あばた）が残った。

電子顕微鏡が捉えた天然痘ウイルス
の姿。

エドワード・ジェンナー
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膿
疱
へ
と
変
化
す
る
。

　

重
症
化
す
る
と
喉
が
焼
か
れ
た
よ
う
な
激

痛
が
走
り
、
物
を
飲
み
込
む
の
も
困
難
に
な

り
呼
吸
障
害
を
発
し
て
死
に
至
る
。
幸
運
に

も
治
癒
に
向
か
っ
た
場
合
は
２
〜
３
週
間
程

度
で
膿
疱
が
か
さ
ぶ
た
と
な
っ
て
脱
落
す
る
。

し
か
し
皮
膚
に
色
素
が
沈
着
し
、
生
涯
醜
い

痘
痕
（
あ
ば
た
）
と
な
っ
て
残
る
。
強
毒
性

の
場
合
、
致
死
率
は
20
〜
50
％
と
言
わ
れ
、

誠
に
恐
ろ
し
い
感
染
症
だ
っ
た
。

  

天
然
痘
は
紀
元
前
か
ら
死
に
至
る
恐
ろ
し

い
疫
病
と
し
て
人
々
に
恐
れ
ら
れ
て
い
た
。

古
代
エ
ジ
プ
ト
王
朝
の
ラ
ム
セ
ス
５
世
も
、

そ
の
ミ
イ
ラ
を
研
究
し
た
と
こ
ろ
天
然
痘
を

患
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

日
本
に
も
仏
教
の
伝
来
と
共
に
大
陸
か
ら

九
州
に
持
ち
込
ま
れ
た
と
言
わ
れ
、
そ
れ
が

や
が
て
平
城
京
に
ま
で
達
し
て
大
流
行
し
、

政
府
要
人
の
多
く
も
天
然
痘
の
犠
牲
と
な
っ

た
。
聖
武
（
し
ょ
う
む
）
天
皇
は
、
人
の
容

姿
を
激
変
さ
せ
て
死
に
至
ら
せ
る
謎
の
疫
病

と
天
候
不
順
に
よ
る
飢
饉
な
ど
が
生
む
社
会

不
安
や
政
治
的
混
乱
か
ら
脱
却
す
る
た
め
、

仏
教
の
力
に
救
い
を
求

め
、
東
大
寺
に
巨
大
な

仏
像
を
造
ら
せ
た
。
奈

良
の
大
仏
だ
。

　

15
世
紀
末
か
ら
始

ま
っ
た
大
航
海
時
代
、

中
南
米
に
進
出
し
た
ス

ペ
イ
ン
人
が
ア
ス
テ
カ

や
イ
ン
カ
と
い
っ
た
帝

国
を
ほ
ぼ
壊
滅
さ
せ
た
。

こ
の
時
、
ス
ペ
イ
ン
人

が
現
地
に
持
ち
込
ん
だ

疫
病
が
大
き
な
役
割
を

果
た
し
た
。
数
千
年
に

渡
っ
て
天
然
痘
と
共
存

し
て
き
た
ス
ペ
イ
ン
人

と
違
い
、
ユ
ー
ラ
シ
ア

大
陸
や
ア
フ
リ
カ
大
陸

と
ほ
ぼ
接
触
が
な
か
っ

た
中
南
米
の
イ
ン
デ
ィ

オ
や
北
米
の
イ
ン
デ
ィ

ア
ン
は
天
然
痘
に
対
す

る
耐
性
や
免
疫
を
全
く

持
っ
て
い
な
か
っ
た
。

そ
の
た
め
ス
ペ
イ
ン
人

が
持
ち
込
ん
だ
天
然
痘

ウ
イ
ル
ス
に
バ
タ
バ
タ
と
や
ら
れ
、
帝
国
は

崩
壊
し
た
。

　

さ
ら
に
18
世
紀
、
英
国
が
北
米
の
植
民
地

経
営
を
巡
っ
て
フ
ラ
ン
ス
と
戦
っ
た
際
（
フ

レ
ン
チ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
戦
争
）、
英
軍
は
フ

ラ
ン
ス
と
連
携
し
た
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
チ
ェ

ロ
キ
ー
族
に
親
切
を
装
っ
て
接
近
。
天
然
痘

ウ
イ
ル
ス
を
す
り
込
ん
だ
毛
布
な
ど
を
大
量

に
与
え
た
。
死
の
ギ
フ
ト
だ
っ
た
。
た
ち
ま

ち
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
チ
ェ
ロ
キ
ー
族
は

大
混
乱
に
陥
り
、
戦
力
は
著
し
く
低
下
し
た

と
言
わ
れ
る
。
こ
の
戦
争
に
フ
ラ
ン
ス
は
敗

れ
、
ル
イ
ジ
ア
ナ
を
英
国
に
譲
渡
。
こ
れ
に

よ
っ
て
西
部
開
拓
へ
の
障
害
物
は
消
え
た
。

　

さ
ら
に
フ
ラ
ン
ス
と
同
盟
し
て
い
た
ス
ペ

イ
ン
か
ら
も
フ
ロ
リ
ダ
を
取
り
上
げ
、
ア
メ

リ
カ
に
英
語
圏
が
拡
大
し
て
い
く
。
英
国
側

は
認
め
て
い
な
い
が
、
こ
の
天
然
痘
す
り
込

み
毛
布
の
件
が
史
実
だ
と
す
る
と
、
人
類
が

初
め
て
戦
争
で
意
図
的
に
使
用
し
た
「
生
物

兵
器
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

  

田
園
に
広
が
る
奇
妙
な
う
わ
さ

 　

エ
ド
ワ
ー
ド
・
ジ
ェ
ン
ナ
ー
は
１
７
４
９

年
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
西
部
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
に

も
近
い
グ
ロ
ス

タ
ー
シ
ャ
ー
の

バ
ー
ク
レ
ー
と

言
う
田
舎
町

で
9
人
兄
弟

姉
妹
の
８
番
目

の
子
と
し
て
生

ま
れ
た
。
ジ
ェ

ン
ナ
ー
は
敬
虔

な
牧
師
家
庭
で

育
っ
た
が
、
両

親
は
ジ
ェ
ン

ナ
ー
が
５
歳
の

時
に
亡
く
な
っ

た
。
そ
の
た
め

ジ
ェ
ン
ナ
ー
は
年

長
の
兄
弟
た
ち

に
育
て
ら
れ
た
。

ジ
ェ
ン
ナ
ー
が
生

ま
れ
た
頃
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
天

然
痘
が
ほ
ぼ
定

着
し
て
お
り
英

国
も
例
外
で
は

な
く
、
多
い
年

で
は
5
万
人
近

く
が
天
然
痘
で
命
を
落
と
し
て
い
た
。

　

ジ
ェ
ン
ナ
ー
は
幼
少
期
に
人
痘
接
種
を
受

け
て
い
た
。
天
然
痘
に
感
染
し
な
が
ら
生
還

し
た
オ
ス
マ
ン
帝
国
駐
在
大
使
夫
人
が
英
国

に
持
ち
帰
り
、
上
流
階
級
層
に
広
め
た
も
の

だ
っ
た
。
こ
れ
は
天
然
痘
患
者
の
膿
疱
内
の

膿
か
ら
体
液
を
取
り
出
し
、
健
常
者
に
接
種

さ
せ
て
あ
え
て
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
さ
せ
る
も

の
で
一
定
の
成
果
を
上
げ
て
い
た
。
し
か
し

２
〜
３
％
程
度
の
人
が
重
症
化
し
死
亡
す
る

危
険
を
は
ら
む
不
完
全
な
も
の
だ
っ
た
。

　

ジ
ェ
ン
ナ
ー
は
14
歳
の
時
か
ら
７
年
に
渡

り
、
グ
ロ
ス
タ
ー
シ
ャ
ー
南
部
、
チ
ッ
ピ
ン

グ
・
ソ
ド
ベ
リ
ー
と
い
う
村
の
開
業
医
ダ
ニ

エ
ル
・
ル
ド
ロ
ー
の
も
と
で
奉
公
人
と
し
て

働
く
機
会
を
得
、
後
に
自
ら
が
開
業
医
と
な

る
た
め
の
知
識
と
経
験
を
こ
こ
で
習
得
し
た
。

こ
の
医
院
で
働
い
て
い
る
時
、
ジ
ェ
ン
ナ
ー

は
迷
信
に
も
近
い
不
思
議
な
う
わ
さ
話
を
耳

に
し
た
。

　
「
乳
し
ぼ
り
を
し
て
い
る
女
は
天
然
痘
に
か

か
ら
な
い
」

　

科
学
的
根
拠
の
な
い
言
い
伝
え
程
度
の
話

■グラスゴー出身のジョン・ハンターは 20 歳の頃、
ロンドンで外科医、解剖学者として活躍していた 10
歳上の兄のもとを訪れ、助手となることで医学を学ん
だ。ハンターは解剖を好んだが、当時は処刑された罪
人の死体が出回るだけだったため希望者が殺到してな
かなか入手できなかった。そのためハンターは死体盗
賊人らに報酬を払って死体を集めて解剖を続けた。時
には自らも盗賊人らに混じって死体を掘り出したとい
うなかなかの奇人ぶりだった。

■ハンターはまた異常なまでの収集家として知られ、
遺体から取り出した臓器や骨格標本から珍獣、はた
また植物まで、世界中から１万 4000 点もの標本を集
めた。富裕層から高額な報酬を受け取っていたことか
ら収入は多かったが、そのほとんどを趣味に費やした。
そのため亡くなった時に残ったのは、これらのコレク
ションと莫大な借金だけだったと言われる。

■その標本のほとんどは現在、ロンドンの王立外科医
師会内ハンテリアン博物館に保管されている。レス
タースクエアにあったハンターの巨大な邸宅は表玄関
では社交界の友人や患者が出入りする一方、裏口は解
剖用の死体の搬入口とされていた。のちにこの話を耳
にした作家、ロバート・ルイス・スティーブンソンは、
ハンターをモデルに「ジキル博士とハイド氏」を書き
上げたと言われている。

Hunterian Museum
Royal College of Surgeons of England
38–43 Lincolns Inn Fields
London WC2A 3PE
https://hunterianmuseum.org
● 火ー土 10:00 ～ 17:00
● 入館料は原則として無料（特別イベントは有料）
だが、事前予約推奨。

ケンジントンガーデンズ内の噴水脇に置かれたジェ
ンナー像。人類を天然痘から救った偉大なドクター
だが、視線を向ける人は少ない。

のモデル

▲聖󠄁武天皇（701 ～ 756 年）。
在位は 724 ～ 749 年で、娘・阿倍内親王（孝
謙天皇）に譲位し、みずからは太上天皇と
なった。737 年（天平 9 年）に天然痘の大流
行が起こり、東大寺大仏の造立を決意。同大
仏の開眼法要は 752 年 5 月 30 日に行われた。

天
然
痘
の
被
害
を
伝
え
る
ア
ス
テ
カ
の
絵
＝
１
５
８
５
年
。

東大寺盧舎那仏像  © Mafue

天然痘の予防接種を呼びかけるポスター。

 外科医・解剖学者 

ジョン・ハンター
（John Hunter 1728 ～ 1793）

© Japan Journals Ltd
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然
痘
ウ
イ
ル
ス
へ
の
免
疫
と

し
て
も
機
能
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。
だ
と
す
れ
ば
牛

痘
に
よ
っ
て
で
き
た
膿
疱
か

ら
体
液
を
抽
出
し
、
健
康
な

人
に
接
種
す
れ
ば
人
痘
法
よ

り
遥
か
に
安
全
に
免
疫
が
獲

得
で
き
る
の
で
は
な
い
か
」。

ジ
ェ
ン
ナ
ー
は
そ
う
推
測
し

た
。
そ
れ
を
実
証
す
る
た
め
、

牛
痘
に
罹
患
し
た
患
者
の
出

現
を
待
ち
続
け
た
。

　

１
７
９
６
年
5
月
、
つ
い

に
患
者
が
現
れ
た
。
サ
ラ
・

ネ
ル
メ
ス
と
い
う
乳
し
ぼ
り

を
生
業
と
す
る
女
性
で
、
ブ
ロ
ッ
サ
ム
と
名
付
け
ら
れ
た
牝
牛

の
乳
房
か
ら
牛
痘
に
感
染
し
て
い
た
。
人
類
初
の
ワ
ク
チ
ン
完

成
に
向
け
て
ジ
ェ
ン
ナ
ー
の
と
ん
で
も
な
い
実
験
が
始
ま
ろ
う

と
し
て
い
た
。                                                     （
次
号
に
続
く
）

牛痘に感染したブロッサムの肖像画

Dr Jenner’s House
Church Lane, Berkeley, Gloucestershire GL13 9BN
Tel: 01453 810631      https://jennermuseum.com
※開館期間・時間、入館料は事前予告なく変更される可能性あり。

【開館期間】	2024 年は 4 月 1 日～ 9 月末日
	 月－水・日　11:00 ～ 15:00

【入館料】	 大人　９ポンド
	 子ども（5 ～ 16 歳） ６ポンド
	 ５歳未満無料

【アクセス】	ロンドン中心部から車で行く場
合は M4 または A40 経由で約 130 マイル、
２時間半ほど。あるいは、電車でダーズ
リー Dursley 駅かブリストル Bristol 駅まで
行き、バス 62 番（Dursley ～ Berkeley ～
Bristol）を利用する方法もある。

ジェンナー博物館内に再現された診察室。© Japan Journals Ltd

だ
っ
た
が
、
こ
れ
が
ジ
ェ
ン
ナ
ー
の
脳
裏
に
深
く

刻
ま
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　

奉
公
を
終
え
、
21
歳
に
な
っ
た
ジ
ェ
ン
ナ
ー
は

最
先
端
医
学
を
学
ぶ
た
め
、
ロ
ン
ド
ン
に
向
か
っ

た
。
幸
運
な
こ
と
に
「
近
代
外
科
学
の
開
祖
」
と

称
さ
れ
る
著
名
な
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
の
外
科
医

に
し
て
解
剖
学
者
、
ジ
ョ
ン
・
ハ
ン
タ
ー
に
弟
子

入
り
し
た
。

　

ハ
ン
タ
ー
は
、
研
究
熱
心
で
技
術
も
確
か
な
う

え
、
詩
や
音
楽
の
才
も
備
え
る
上
品
な
ジ
ェ
ン

ナ
ー
に
惚
れ
込
ん
だ
。
天
然
痘
に
関
す
る
議
論
が

白
熱
す
る
と
「
考
え
過
ぎ
る
こ
と
な
く
、
挑
戦
し

続
け
な
さ
い
。
辛
抱
強
く
、
正
確
に
」
と
ジ
ェ
ン

ナ
ー
を
鼓
舞
し
た
。
ハ
ン
タ
ー
は
ジ
ェ
ン
ナ
ー
を

王
立
協
会
会
員
に
も
推
薦
し
た
。
し
か
し
ジ
ェ
ン

ナ
ー
は
１
７
７
３
年
、
多
く
の
人
に
惜
し
ま
れ
な
が
ら
故
郷

バ
ー
ク
レ
ー
に
戻
り
、
開
業
医
と
な
っ
た
。

  

と
ん
で
も
な
い
実
験

　

故
郷
に
戻
っ
た
ジ
ェ
ン
ナ
ー
は
、
奉
公
先
で
何
度
も
耳
に
し

た
「
乳
し
ぼ
り
の
女
は
天
然
痘
に
か
か
ら
な
い
」
と
い
う
伝
承

が
耳
か
ら
離
れ
ず
に
い
た
。
さ
ら
に
牛
が
か
か
る
「
牛
痘
」
に

感
染
し
た
人
で
、
そ
の
後
天
然
痘
に
感
染
し
た
人
が
い
な
い
と

い

う
、

よ

り
具
体
的
な

話
が
ジ
ェ
ン

ナ
ー
の
耳
に

届
い
た
。
牛

痘
と
は
牛
が

か
か
る
ウ
イ

ル
ス
性
の
伝

染
病
で
ヒ
ト

に
も
伝
染
し

た
。
と
こ
ろ

が
牛
痘
で
牛

は
重
症
化
す

る
が
ヒ
ト
は

比
較
的
軽
い

症
状
で
済
み
、

快
復
後
は
天

然
痘
に
感
染

す
る
こ
と
も

な
か
っ
た
。

　
「
牛
痘
に

感
染
す
る
こ

と
で
得
ら
れ

る
免
疫
が
天

世界最初のワクチン開発に成功した、グロスターシャー、バーク
レーにあるジェンナーの自宅兼診療所。現在はジェンナー博物館と
して一般公開されている（写真はどちらも © Japan Journals Ltd）。


